
担当 電話

（出資割合 ）

① ② ③

④ ⑤ ⑥

〒 電話

（詳細については事業評価シート参照）

[No.]　[主要事業名]　（該当ページ）　

[設立・出資目的と当該事業との具体的な関連性]

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

÷ 総支出

(3)主要事業の有効性 （出資・設立目的に対して事業効果は、十分出ているか）

(4)主要事業の質・量 （出資・設立目的の達成のために、必要十分な事業が実施されているか）

役員 10歳代 2 年
常勤理事 20歳代 3 年
常勤監事 30歳代 2
非常勤理事
非常勤監事 理事長

職員 副理事長
常勤管理職
常勤一般職
非常勤職員

出ていない

(2)総支出に占める事業支出割合 100.0%

評価

理由

評価

(主要事業支出合計 272,629千円 272,630千円)

十分出ている □高める余地あり

0

R04.4.1時点

実施されている □一部見直す必要がある □

R05.4.1時点
8
8

R1.6

6 0

0

2 職員総数の推移(人)

歳

0
1

令和6年4月1日現在(単位：人)

代表権のある役員の
就任年月

役員の任期

多くの展示会等を開催することで、札幌市の産業振興に寄与しているほか、健康・福祉等をテーマと
した主催イベントの開催を通じて、市民生活の向上にも貢献している。

実施されていない

50,000千円

昭和57年(1982年）２月18日

道内外の工業製品等の展示紹介等を通じ
て、本道産業の高度化と経済取引の円滑
化及び流通機能の拡大強化を図り、もっ
て経済の健全な発展に寄与することを目
的とする。

011-211-2481堀川

(1)

札幌流通総合会館の管理運営による産業流通振興事業事業（6ページ）

団体所在地

２　実施事業

沿
革

札幌流通総合会館が開館。

札幌流通総合会館の運営・建設主体と
して当該財団法人を設立。

整備法第123条第1項に定める移行法人
となる。

代表者 理事長（非常勤）　石川　敏也 （副市長）

平均年齢

0

□■

財団は当施設を適正に管理しており、「展示会・見本市」や「即売会」等の開催を通じて札幌市の産業振興に寄
与している。
新型コロナウイルス感染症の影響により低下していた稼働率については、５類移行により既存催事の９割が再開
したこと、新規催事の件数が17件増加するなど、回復を実感できる状況に転じた。

003-0030 011-865-5811

令和６年度　出資団体評価シート
１　基本情報

団体名 （一財）札幌産業流通振興協会

設立年月日

設立・出資目的

基本財産

所管課

記入者

昭和57年(1982年）2月18日

本市出資額

出資年月日

昭和57年

昭和59年

平成25年

30,000千円 60.0%

経）展示場整備担当課

0

2

道内各企業及び団体が札幌流通総合会館を活用し、展
示会やイベント等を開催することにより、道内の製
造、卸及び小売業の振興に寄与している。

主な出資者
札幌市 (60.0%) 北海道 (20.0%) 関係経済団体 (20.0%)

理由

本市OB

３　団体職員・構成員等

■

0 0 0 0

本市派遣プロパーその他

4

52.5

札幌市白石区流通センター４丁目３番55号

総数

9

9

50歳代
60歳代

プロパー職員の年齢構成
理事40歳代

0 0

1 0 0 監事

6
2

0

1
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※数字は団体決算ベース（金額単位：千円）

経常収益(a)

経常費用(b)

うち管理費等(c)

うち人件費(d)

当期経常増減額(e)

当期正味財産増減額(f)

資産(g)

流動資産(h)

固定資産(i)

うち基本財産(j)

負債(k)

流動負債(l)

固定負債(m)

正味財産(n)

借入金残高(o)

R5年度決算の概要　

区分

(a)

(b)

(f)

※詳細は、別添の貸借対照表、正味財産増減計算書を参照。

※数字は札幌市決算ベース（金額単位：千円）

 市委託料

市業務委託料

うち随意契約

市指定管理費

うち非公募

（参考）再委託額

うち市業務委託分

再委託率

 損失補償等限度額

 損失補償契約等に係る債務残高

 （参考）市施設利用料金収入

うち非公募

４　財政状況

（経常収益比）

(34.3%) (＋2,875)

(30.9%) (＋8,119)

(＋31,413)

(＋13,575)

（前年比）

財
務
状
況

正
味
財
産
増
減
計
算
書

正
味
財
産
増
減
計
算
書

経
常
増
減

(100.0%)

(＋5,698)

(▲ 43,687)

(＋17,837)

貸
借
対
照
表

(▲ 37,989)

(0)

(0)

0

0

５　本市の財政的関与

（前年比）R4年度決算

(＋17,838)

(▲ 45,587)

(0)

(＋5,715)

(＋1,883)

(0)

(＋7,598)

0

87,098

 市貸付金

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)0

0

0

0

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

0

(0)

(0)

R4年度決算

195,630

259,055

74,899

62,032

▲ 63,425 ▲ 45,587

▲ 45,587

1,140,157

R5年度決算

227,043

272,630

77,774

70,151

▲ 63,424

1,178,146

1,091,048

50,000

38,940 46,538

32,105

14,433

1,093,619

92,796

1,047,361

50,000

26,390

12,550

1,139,206

0

催事件数は令和４年度の100件より15件増え、年間で115件となり新型コロナウイルス感染症の影響から
回復傾向にあり、「展示場事業収益」は令和４年度と比較して増加。また、会議室貸し出しなどの「施
設賃貸事業収益」についても、使用率の増加に伴い増加となった。

令和５年度は、職員採用による給料手当の増、主催事業の再開による主催者負担金の増、委託費の増に
より、経常費用は増加となった。

令和５年度は、令和４年度と比較して経常費用は13,575千円増になったものの経常収益が31,413千円増
となったことから、当期経常増減額は17,837千円増となった。

当期収入の増減、収支の状況、資産・負債の大幅な変動の要因等

区　分

区　分

 市貸付金残高

 市補助金・交付金・負担金

R5年度決算

0

0

0

0

0

0

0

（一財）札幌産業流通振興協会- 2 -



６　財務指標に基づく評価

剰余金(n-j)

自己資本比率(n÷g)

流動比率(h÷l)

固定比率(i÷n)

借入金依存度(o÷g)

職員一人当り経常収益

職員一人当り管理費

市依存度（収入）

市財政的関与割合(収入）

(注１)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料（随意契約分）＋市指定管理費（非公募分）＋市施設利用料金収入（非公募分）

(注２)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料＋市指定管理費＋市施設利用料金収入

７　「札幌市出資団体の在り方に関する基本方針」に基づく具体的な行動計画の評価

　※1詳細については具体的な行動計画（別冊子）を参照

　※2指標の実績値は各年度末時点のもの

(1)出資・出捐

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

　○総括評価

アクセスサッポロは、見本市や展示会などの開催を通じ、道内経済の発展に寄与しており、公益性、公
共性の高い事業を実施している。今後も展示場運営の維持・安定化を図る必要があるため、市が株主と
して団体の経営に積極的に関与できる現在の出資割合を引き続き維持していく。

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）

②

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

達成

30,000千円 30,000千円 30,000千円

30,000千円 30,000千円 30,000千円 30,000千円

達成 達成 達成

ここでは、具体的な行動計画(※1)で示した取組目標について、年度ごとの指標(※2)の達成状況とその評価を行う。

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名
○施設と財団の在り方検討及び出資の見直し検討

① 市出資金

330.0% 289.0% (▲41.0%) 流動資産÷流動負債

95.8% 95.8% (▲0.0%)

⑴健全性

1,089,206 1,043,619 (▲ 45,587)

理
由

　ここ３年間は新型コロナウイルス感染症の影響を受けたものの、令和５年度については、既存催事の
９割が再開し、新規催事の件数も大幅に増加するなど回復を実感できる状況に転じたこともあり、経常
収益が増加した。
　また、職員一人当たりの経常収益が増加するなど、生産性が上がった。そのほか債務超過、累積欠損
がなく、自己資本比率・流動比率とも望ましい水準にあり、健全性も非常に高い。また、本市からの財
政的関与がなく自立した経営を行っている。

⑶自立性
市収入(注1)÷経常収益

管理費等÷職員総数

人件費÷経常収益

健全性の評価 高い

管理費率(経常収益比)(c÷a) 38.3% 34.3% (▲4.0%)

0.0%

■ 非常に高い □

0.0% (0.0%)

0.0% 0.0% (0.0%)

市収入(注2)÷経常収益

（金額単位：千円）

前年比較減

項　目

前年比較減

前年比較増

R5年度 (前年比)

⑵生産性

24,454千円 28,380千円 (＋3,927千円)

9,362千円 9,722千円 (＋359千円)

30.9% (▲0.8%) 前年比較減

評価基準

管理費等÷経常収益

経常収益÷職員総数

備　考

固定資産÷正味財産

0.0%

人件費率(経常収益比)(d÷a)

R4年度

前年比較増

≧50％

≧150%

≦100％

0.0% (0.0%) 借入金残高÷資産

正味財産-基本財産

96.7% 95.9% (▲0.8%) 正味財産÷資産

31.7%

前年比較減

□□□ 概ね健全 やや低い 低い

前年比較減

前年比較減

（一財）札幌産業流通振興協会- 3 -



(2)人的関与

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

(3)団体の活用

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

(4)更なる経営の安定化

No.

目標
実績
評価
目標
実績

評価

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）
コロナ感染症の５類移行により、既存催事の９割が回復に転じたことと、不足の１割を補うための積極
的な新規催事の誘致に努めた結果、１７件の新規催事を得られたことにより目標とした日数稼働率を超
える結果となった。

主催・共催事業の開催数については、開催に向けた関係機関との調整や準備を重ねた結果、目標を達成
する成果を得られた。
異業種交流会の開催目標については、コロナ禍のもと出席者の安全を最優先に考え中止とした。令和６
年度は、コロナ感染症が５類に移行されてから２年目を迎えるため、開催に向けて準備を行う。

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

　○総括評価
達成

○施設利用率の向上

① 日数稼働率

コロナ５類移行後も展示会再
開は慎重を期する主催者が１
割程度あるため、R5の目標値
を80％から72％に変更。達成 達成 達成

② 新規誘致件数

　○取組目標

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）
本市から必要最低限の職員が役員に就任し、当団体への関与を継続している。

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）
②について、コロナ感染症が５類移行となったものの、感染予防に慎重を期する社会情勢であり、出席
者の安全を最優先に考え令和５年度も中止とした。

　○総括評価
未達成

①

②

　○取組目標
　指標名

1回 0枚 0回 0回

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

　○総括評価
達成

○必要な人的関与の継続

① 本市職員の理事就任数
1名 1名

72.00%
78%

65.00%
70.20%

継続使用により飽和状
態にあるため、R5の目
標を15件から10件に変
更。

1件 9件 9件 17件

達成 未達成 達成

3件 10件 10件

備考

5回4回

現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）

未達成 未達成 未達成

2回 2回 2回
異業種交流会の開催数

1名 1名
達成 達成 達成

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名

1名
1名 1名

2回
6回5回4回

○本市産業の振興に資する自主事業の開催

主催・共催事業の開催数
達成 達成 達成

6回

49%
50.00%
57.90%

備考
　指標名

② 本市職員の評議員就任数 1名 1名 1名 1名
達成 達成 達成

1名 1名 1名

（一財）札幌産業流通振興協会- 4 -



(5)団体統制

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

(6)札幌市の施策との連動

No.

目標
実績
評価
目標
実績
評価

ホームページ公開情報
ホームページアドレス

Eメールアドレス

【経営状況等】
■ 定款 ■ 役員名簿 □ 団体機構図 ■ 事業計画書 ■ 予算書
■ 事業報告書 ■ 決算書 □ 中長期的な経営計画

【事業情報等】
■ 実施事業（イベント）情報 □ 管理施設情報
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

ホームページ以外の情報媒体

※特記ない限り、本評価シートの情報は令和６年7月1日現在のものです。

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）
「バイヤーズマーケット北海道」と「いきいき健康・福祉フェア」は昨年同様に実施し、コロナウイル
ス感染症の感染拡大状況等を考慮し中止ととなった「こどものまちミニさっぽろ」については、昨年の
中止決定時から再開に向けた準備をすすめてきたことによりＲ5年度は再開を果たす結果となった。

【取組結果】（「達成/未達成」の判断理由や、計画期間全体を通じた取組結果等を記載する。）
本市から必要最低限の職員が役員に就任し、当団体への関与を継続している。

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

　○総括評価
達成

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名

　未達成理由と今後の対応（Ｒ５年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

　○総括評価
達成

　○取組目標 現状値
（Ｒ２年度）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 備考
　指標名

1名
1名 1名

1回 0回 2回 3回

達成

1名

1名

○本市と連携した公益性の高い事業の開催、障がいのある方の自立支援
2回 3回 3回

① 札幌市との共催イベント回数

本市職員の理事就任数
達成 達成 達成

② 本市職員の評議員就任数
1名 1名

1名 1名 1名 1名
達成 達成

アクセスサッポロニュースの発行はホームページをリニューアルし充実したことに
より、令和2年4月号をもって廃止した。

広報誌・冊子の発行：

https://www.axes.or.jp/

８　情報公開等の状況

①

未達成 未達成 達成

1名 1名
1名

○必要な人的関与の継続（再掲）

1件 2件 2件
②

障害者就労支援施設から
の物品調達や業務委託件
数

印刷物の在庫が十分に
あるため、R5の目標を3
件から2件に変更。

0件 1件 1件 2件
達成 未達成 達成

（一財）札幌産業流通振興協会- 5 -



１．事業概要

２．実施結果

収入
（経常収益比） ( % ) ( % )

市補助金・交付金・負担金
市業務委託料
市指定管理費
市施設利用料金収入

その他収入
費用（支出）

事業費
管理費等

収支差
収支比率

３．所管局による評価

➌
➍

新規誘致件数

昭和59年(1984年）６月１日

10

⑴事業内容

⑵事業目的
道内外の工業製品等の展示紹介等を通じ本道産業の高度化と経済取引の円滑化及び流通機能の強化を図り、
経済の健全な発展に寄与する。環境・福祉・子ども等の公益イベント主催・共催。情報提供により市民生活
の向上を図る。

⑶事業開始

➎

➊
➋
➌ 使用率
➍

➏

展示会開催件数

➎

R6年度目標
120
10

80%以上

⑶成果指標 R5年度実績
115
17

77.80%

R5年度目標
120

80%以上

0
211,304

R5年度目標

15,738
272,629
194,855
77,774

(＋13,575)
(＋10,700)
(＋2,875)
(＋17,838)
(＋7.76%)

80
200,000

90
R6年度目標

190,000

事業目的に対して事業の効果は

0
0

182,591
13,038
259,054
184,155
74,899

▲ 63,425
75.52%

R4年度実績
70

192,624

R4年度実績
100
9

70.20%

⑵
収
支
状
況

令和５年度稼働率は77.8％と令和４年度と比べ7.6％上回る結果となったが、目標である80％は下回った
こともあり、当期正味財産増減額は45,587千円の赤字となった。今後も引き続き稼働率の向上および経
費節減に努め、更なる収支改善を図っていくことが求められる。

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

➏

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

十分出ている 高める余地あり 出ていない□ ■ □

コロナ感染症の５類移行により既存催事の９割が回復に転じたことと、新規催事の誘致が17件あったことから、令和
５年度の稼働率については77.8％となり、展示場の利用需要はコロナ以前とほぼ同様の水準となった（コロナ以前の
稼働率は約80％）。今後も適切な感染対策を取りつつ、地域産業の活性化に寄与するイベント等の開催支援を通し
て、さらなる稼働率の向上を図ることが求められる。
施設の施設管理については、竣工以来39年が経過しているが、計画的に修繕等を実施しており、良好な状態を保って
いる。

➋ インターネットによる情報発信（アクセス件数）
➊ 新規顧客確保、リピーター確保に向けた企業訪問

⑴
事
業
収
支

(

単
位
　
千
円

)

項目

▲ 45,587
83.28%

100.0

⑵活動指標

自主事業収入（補助金除く）

R4年度
195,629

100.0

0
0

R5年度
227,042

0
0

R5年度実績
80

188,499

0

（前年比）
(＋31,413)

(0)
(0)
(0)
(0)

(＋28,713)
(＋2,700)

事業評価 （ 1 ） 札幌流通総合会館の管理運営による産業流通振興事業

事業所管課： 経済観光局産業振興部展示場整備担当課 担当： 堀川 電話： 211-2481

(1)展示会・見本市等の開催誘致・開催支援
　令和５年度は、コロナ５類移行が追い風となり、既存事業の９割が再開
し、新規17件を含む全115件の催事を開催した。
(2)公益的な展示会等の主催・共催（令和５年度の開催結果は以下のとお
り）
　産業振興、市民生活向上および社会貢献に寄与するため、催事６件の主
催・共催イベントを実施した。
(3)異業種交流会の開催（令和５年度の開催結果は以下のとおり）
　例年は、当団体のネットワークを活用し、参加を呼びかけ、異業種が交
流するビジネスチャンスの場を提供するため年２回開催しているが、新型
コロナウイルス感染症の影響により出席者の安全を最優先に考え令和５年
度も中止とした。
(4)札幌流通総合会館（通称：アクセスサッポロ）の管理及び運営
  施設の管理運営、建物の修繕及び設備の更新をした。
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